
スピキュールのHαスペクトル観測

スビキュールは静かな太陽の縁に多数見られるジェット現象であり、静かな太陽の基本

構成要素の一つです。 2003年から Hαなど彩層起源のスペクトル線でスピキュールを撮影

し、 (1)高速度成分を検出する、 (2)高分解能観測により温度の上限を決定することなどを

目標に観測しています。

スリットをリムに平行に当ててスベクトルを撮ると彩層起源の輝線では図 lのような

スペクトルが得られます。縦にほぼ平行に並んだ針のように見えるものが 1本 1本のスピ

キュールに対応します。このスペクトルはスピキュールのものとしてはこれまで得られた

ことのないほどシャープなものです。両端の黒い線はヘアラインで間隔は約 100ううですの

で分解能は 2うう以下にまで達しています。このスペクトルからスピキュールの温度・密度・

速度などの物理量を導き出すことができると思われます。図2はこのシリーズの中で大き

な速度を示すブルーシフト(我々に近づいてくる)成分の例です。この例(図 2:Di長 rence

参照)では、この成分の速度が 70rv 80 km/sに達していることが分かります。さらにス

ベクトルは 1rv 10秒間隔で得られていますので、シフト成分がどのように変化していく

か明らかにすることが可能です。特にシフト成分の速度や線幅がどのように時間変化して

いくかという点は、理論的予想と比較しスピキュールのメカニズムを明らかにしていく上

で重要です。

スピキュールという現象は微細で観測しにくいため正確な観測量が決まっていません

が、この研究によってより精密なスピキュール像を明確にすることが期待されます。

園1(上M園):太陽リム白旧民スベクトルと

スリットーモニ$zー像

園2(右園):ブルーシフトLf:ニスlピキュー

ルの旧民プロlファイル
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(西川宝(京都経済短期大学)記)


